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概  要 

 

本技術は、アルミニウムの表面へ共有結合により強固に固定できる分子膜に

よる保護層をほどこし、今までにない高い耐食性を実現するものである。分子

膜の膜厚は数 nm 程度と非常に薄く、例えばアルミニウムを蒸着した鏡を処理

しても光学的性能に影響を与えない。また、下図のように半導体の配線に用い

られる髪の毛よりも細い材料にも活用でき、高い耐食性を確認している。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来のアルミニウム防食処理には、表面を陽極酸化してアルマイトと呼ばれ

る陽極酸化皮膜を形成する方法がある。この皮膜は非常に硬質で耐食性に優れ

るが､表面にμm オーダーの不透明な皮膜が形成される。一方､本技術で作成す

る分子膜は処理対象の光学的特性をまったく損なわずに防食効果を得られる｡ 

本技術の 

有用性 

本技術では、分子膜を形成する分子を気相中で飛ばし、処理対象の表面に結

合させる気相法を用いている。そのため、処理対象が複雑で繊細な形状であっ

ても細部にわたり被覆することができ、液相法のように廃液処理の問題がな

い。また、分子の自己組織化の特性を利用しており、膜厚の制御が不要である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
アルミニウムを蒸着した鏡および光学素子、半導体用のアルミニウム配線、 

など。 
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光沢をたもったままアルミニウムを腐食から守る 

ナノオーダーの膜厚を持つ分子膜によるアルミニウムの防食技術 

中性塩水噴霧試験(96h)後のアルミニウム配線(1%Si, φ30.4μm)の表面 
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